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ウーマノミクスとは？

「ウーマン（女性）」と「エコノミクス（経済学）」を組み合わせた造語で、女性の活躍によって経

済を活性化させることを言います。また、女性が夢を持っていきいきと働き、得た収入を消費や投資

に使い、それが結果として企業の経済活動を活発にし、地域の活性化に貢献できるような好循環を生

み出していくような取り組みのことを言います。

日本の生産年齢人口は 1995 年の約 8,700 万人を

ピークに、2013 年には約 7,900 万人と 800 万人も

減少し、働き手が減ったことが景気停滞の大きな

要因となっています。

また、家事・子育てに専念するため、出産や子育て

を機に仕事を辞める女性が多いことも、生産力低

下の要因となっています。この背景には核家族化

や男性の長時間労働もあり、女性に家事・子育て

の負担が多くのしかかっている現状があると考え

られます。

働きたいけれど、仕事と家庭の両立が困難で仕

事をあきらめざるを得なくなる女性も多いことか

ら、本市でも働きやすい環境づくりや女性の就職・

再就職に向けた支援など、積極的に取り組んでい

ます。

働く女性が増えれば・・・

図１の性別・年齢階級別労働力率のグラフを見ると、男性は 20～60 歳代は高水準が保たれており、

台形であるのに対し、女性は 30 歳代を中心にくぼんだＭ字型になっています。しかし、女性の就業

希望者は 345 万人に上ると言われており、その女性たちが全員就業したら、女性の労働力人口（2,700

万人）は、12.5％上昇することになるという総務省の労働力調査のデータもあります。

女性は減り続ける生産年齢人口を補うだけでなく、多様な視点やアイデアによってビジネスに＋α

の価値（付加価値）をもたらす存在であり、女性の活躍が企業経営にプラスの効果をもたらしている

事例も、いくつも見受けられています。その例として、ドライバーや妊娠・授乳中の

女性にヒットした「ノンアルコールビール」やコンパクトサイズで運転・駐車しやす

い「プチバン」など、女性の視点から生まれた商品に注目が集まっています。

女性が働くということを、日々の生活という面からだけでなく、経済という側面か

らも考えてみませんか。
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４月 22 日（水）

10：30 ～ 12：00

４月 25 日（土）

11：00 ～ 12：00

5 月 13 日（水）

10：30 ～ 12：00

細やかな作業に集中すると気持ちもスッキリします。お母さん、妻、娘・・・さまざまな立場、役割

から少し離れた「私のひとり時間」を充実させて、心身のリフレッシュを図りませんか？今月は、写

真に装飾を加える「スクラップブッキング」で、飛び出す仕掛けのミニアルバムを作成します。

●講 師 ： 佐久間
さ く ま

公
きみ

香
か

さん （サクラクレパス メモラビリアート認定講師）

●対 象 ： 市内在住・在勤・在学の女性

●参加費： 500 円 ●定 員 ： 20 人 （申込順）

●持ち物：写真を数枚(切って使います)・ハサミ・スティックのり・

茶色か黒の細めの水性ペン・筆記用具・定規・持ち帰り用の袋

●一時保育締切日 ：4 月 11 日（土）

【講座実施場所】八尾市男女共同参画センター「すみれ」

【申込み・問合せ】TEL ０７２-９２３-４９４０

絵本の読み聞かせを一緒に楽しみながら、お子さんとの関係を深めませんか？大型絵本や、お

はなしを聞いたり、パネルシアターや手遊び、わらべうたで遊びます。

お父さんも、ぜひ一緒に参加してください。

絵本は子どものためだけのものではありません。絵本の読み聞かせの実践に関心のある方を対

象に、絵本の読み聞かせ方法や、絵本の選び方等について学びます。大人も読み聞かせを楽しん

でみませんか。

今月のテーマは、「ブックトーク～絵本から何が伝わるか～」です。

●講 師 ： 河野
か わ の

京子
き ょ う こ

さん ・ 野田
の だ

祐子
ゆ う こ

さん （絵本講師）

●対 象 ： 市内在住・在勤・在学の方

●定 員 ： 15 人 （申込順）

●一時保育締切日 ：4 月 15 日（水）

親子で楽しむ

すみれのおはなし会

●講 師 ： 河野
か わ の

京子
き ょ う こ

さん ・ 野田
の だ

祐子
ゆ う こ

さん （絵本講師）

●対 象 ： 市内在住・在勤・在学の方

●定 員 ： 20 人 （申込順）

●一時保育締切日 ：5 月 2 日（土）

大人が楽しむ

絵本のよみきかせ講座

※各講座に一時保育あり。

概ね 10 日前までに申し込みが必要です。

定員：各 5人（申込順）

（生後 3 か月～小学 4 年生まで）

保育料：1人目 500 円、2人目 250 円、

3 人目～無料

私のための

ひとり時間講座



お知らせ

活動内容
・フォーラムの企画・実施に関する打合せ（月１～２回程度）

・当日のフォーラム運営（秋頃を予定）

活動期間
第１回実行委員会開催日～平成２８年３月末

〔第１回実行委員会は、４月２７日（月）午前 10時～正午 市役所本館６階会議室〕

対象・募集人数
市内在住・在勤・在学で１８歳以上（高校生不可）の方 １０人（申込順）

申込み方法

申込書に必要事項を記載のうえ、人権政策課へ持参又は郵送、ＦＡＸ、Ｅメールでお申込みください。

※申込書は、八尾市ホームページ又は人権政策課、市内公共施設等で配布しています。

申込み受付期間

４月１日（水）～４月２０日（月）

問い合わせ先

八尾市人権文化ふれあい部人権政策課 男女共同参画推進係

〒581-0003 八尾市本町１－１－１

TEL０７２-９２４-３８９４/FAX０７２-９２４-０１７５

e-mail：jinkenseisaku@city.yao.osaka.jp

八尾市では、男性も女性もいきいきと、自分らしく生きていくことのできる男女共同参画社会をめざ

して、今年も「2015 やお女と男のはつらつフォーラム」の開催を予定しています。こんな講演会をやっ

てみたいと思う方、仲間づくりに参加してみたいと思う方、友人と一緒に参加して男女共同参画につい

て考えてみようと思う方など大歓迎です。皆で協力し合って、2015 年のフォーラムを盛り上げていきま

しょう。多くの皆様のご応募をお待ちしています。

講座報告

◆講座内容

自分の気持ちや意見を、相手の権利を侵害することなく、誠実に、率直に、

対等に表現し、伝え方を身につける方法（アサ―ティブ・トレーニング）に

ついて学びました。

まず、ワークシートを活用して具体的な行動や態度について自己評価を行

い、次に、日常で見られる行動や態度について、参加者同士で意見交換をし

ました。最後に、相手と向き合うときの心の姿勢として大切な 4 つの柱であ

る「誠実・率直・対等・自己責任」について学び、円滑に人間関係を築くた

めのコミュニケーションのとり方について学ぶことができました。

講座名：「人づきあいがラクになるコミュニケーション講座」

日 時：平成 27 年 2 月 13 日（金）10：30～12：00

講 師：谷
たに

水
みず

美香
み か

さん(特定非営利活動法人アサーティブジャパン認定講師)

◆参加者の声（抜粋）

・新たなコミュニケーションの方法がわかり、よかった。また自分の考え方の傾向もわかってよかった。

・普段もやもやしていた部分がすっきりした。

・自分を大事にすることを学ぶヒントをもらった。



あなた自身の気持ちを見つめ直して、いま悩んでいることと向き合ってみませんか？

人とのつきあい、性格、仕事、夫や子どものことなど、さまざまな問題について、

専門の女性カウンセラーが面接でお話を伺います。ひとりで悩まず、まずはご相談く

ださい。

今月の 1 冊

「おへそのあな」長谷川義史／著 ＢＬ出版

おかあさんのおへそのあなから、赤ちゃんが外の世界をのぞきます。そこで

は、家族みんなが赤ちゃんの誕生を待ち望み、祝福しようとしてくれています。

そして、最後には赤ちゃんから家族へ、あるメッセージが贈られるのです。

まだお母さんのお腹にいる赤ちゃんの視点から描かれるこの絵本は、命の尊

さや幸せを分かち合う喜びを教えてくれます。もうすぐきょうだいができる子

どもたちはもちろん、大人もあたたかい気持ちで満たしてくれる作品です。

【予約・問合せ】ＴＥＬ ０７２－９２３－４９４０
午前９時～午後５時 （日･月曜日、祝日、年末年始を除く)

学習プラザ４階

八尾市男女共同参画センター「すみれ」
〒581-0833 八尾市旭ヶ丘 5-85-16

TEL/ＦＡＸ 072-923-4940

（開館時間） 午前 9 時～午後 5 時

休館日は、日・月曜日、祝日、年末年始。ただし、月曜日が

祝日の場合は、その翌日以降の直近の平日も休館。

（アクセス） 近鉄大阪線「近鉄八尾駅」下車 北へ進み（アリオ八尾方面）、
光町交差点右折、3つ目の信号右角
※近鉄八尾駅より徒歩約 15 分 自転車約 7分

近鉄八尾駅より、高砂住宅行き「緑ヶ丘」下車すぐ

編集・発行：八尾市男女共同参画センター「すみれ」


